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対外活動報告
大学等廃棄物処理施設協議会
　大学等廃棄物処理施設協議会主催の第15回廃棄物処理技術分科会が平成11年7月22日（木）と23日（金）
に理化学研究所「鈴木梅太郎記念ホール」で開催された。本分科会では2題の特別講演と1題の展望講演
及び4題の一般講演が行われた。なお，23日の午後は理化学研究所加速器施設等の見学会が行われた。
　第17回大学等廃棄物処理施設協議会総会・研修会が平成11年11月18日（木）と19日（金）に東京大学文
学部3大講義室で開催された。総会では平成10年度事業報告及び平成11年度事業計画の審議が行われた後，
技術賞及び功労賞の表彰が行われた。本年度は加計学園岡山理科大学水質管理室：平田まき子氏，秋田大
学環境安全センター：武藤一氏，八戸工業高等専門学校物質工学科：山岸俊秀氏の3名に技術賞が授与さ
れた。研修会1日目は1題の特別講演と2題の一般講演が行われた。2日目は1題の特別講演と3題の一
般講演が行われた。2日目の午後は東京大学環境安全研究センターの見学会が行われ研修会が終了した。
　なお，上記技術分科会及び総会・研修会の講演を中心に編集された大学等廃棄物処理施設協議会会報第
17号の目次を掲載した。内容に興味のある方は環境管理センターまでお問い合わせ下さい。また，本協議
会には岡山大学も団体会員として登録していることから，岡山大学教職員は本協議会開催の行事に会員と
して参加することができます。平成12年度は第16回廃棄物処理技術分科会が平成12年8月8日（火），9
日（水）に山口大学で，第18回総会・研修会が平成12年11月16日（木），17日（金）に京都工芸繊維大学
で開催される予定です。詳細については環境管理センターにお問い合わせください。
　　大学等廃棄物処理施設協議会
第15回廃棄物処理技術分科会参加報告
????????????麗環
開催日時：平成11年7月22日（木）～23日（金）
開催場所：理化学研究所　鈴木梅太郎記念ホール
【7月22日（木）】
13：00　あいさつ
　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会会長　　　　　　高月　　紘
　　　　　文部省大臣官房文教施設部環境対策専門官　　梶原　　勇
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13：15　特別講演
　「生分解性プラスチック産業への期待」
　　　　　理化学研究所　主任研究員　　　　　　　　　土肥　義治
　現在大量生産されているプラスチック類は自然環境中の微生物によって分解されないため環境中への蓄
積が問題となっている。生分解性プラスチック（グリーンプラ）は自然環境中の微生物によって完全に分
解・消化される。単価は，普通のプラスチック類の5～10倍と高い。プラスチックは『分解されないこと』
がその利用価値であることが多いので，全てのプラスチックがグリーンプラに代替されることはないが，
10～20％が代替されることが期待される。グリーンプラの原料として，古米やヤシ油を使う研究もなされ
ているが，世界的な食料事情を考えると有効利用とはいえないと感じた。
15：00　一般講演
　「ダイオキシン対策を施した長崎大学有機系実験廃液処理施設の概要」
　　　　　日本電気環境エンジニアリング株式会社　　○城　　義信
　　　　　長崎大学環境保全センター　　　　　　　　　田平　泰広，石橋　康弘
　長崎大学では平成10年度補正予算により実験系有機廃液処理施設の更新が可能となり，ダイオキシン対
策を施した有機系廃液燃焼炉を設置できた。燃焼温度を850℃以上とする，炉内滞留時間を2秒以上とす
る，300～400℃の状態を極力作らない，ダイオキシン吸着塔を設置するなどの対策を施した。装置更新前
の排ガス中のダイオキシン類の濃度は。．18ng－TEQ／N㎡であったが，更新後は。．oo14ng－TEQ／N㎡と大
幅に改善された。ただし，これが前述の対策のうちどれによって改善されたものかは明らかになっておら
ず，現在調査中とのことである。いずれにしても，ダイオキシンを発生させないためには，燃焼物，運転，
生成物の扇面の3点の管理が重要であると感じた。
　「京都大学における重金属含有廃液処理について一分析データからの検討一」
　　　　　京都大学環境保全センター　　　　　　　　○本田　由治，高月　　紘
　京都大学では無機廃液処理をフェライト法で行っているが，フェライト処理の効率は廃液の性状に大き
く影響される。そこで廃液の受け入れの際に，蛍光X線分析装置による元素分析，全有機炭素計による有
機物分析を行うと共に，ビーカースケールのミニプラント試験を行った沈殿について磁化測定を行ってき
た。1980年10月から現在までに蓄積された19年分のデータから，上記3っのデータと処理状況の関連性を
解析し，その結果が報告された。京都大学が集積しているデーターは膨大な量であり，その解析結果はフェ
ライト処理において非常に役立っものと考えられる。岡山大学は無機廃液の処理を凝集沈殿法で行ってお
り，京都大学の結果は直接参考にはならないが，今後当センターでもデーターの集積と解析が必要である
と感じた。
　「予備酸化後還元二三分離／黒鉛炉原子吸光法による無機系廃液および処理水中の全セレンの定量」
　　　　　筑波大学実験環境管理室　　　　　　　　　○柏木　保人，国府田悦男
　原子吸光法によりセレンを測定しようとする場合，測定感度が悪いため濃縮操作が必要不可欠である。
一方，セレンは価数により濃縮率が異なるため，濃縮前に価数を揃える必要がある。しかしながら，無機
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廃液やその処理水は非常に複雑な組成であり，セレンの価数を合わせることが困難であることから，廃液
中低濃度セレンの測定は困難であった。本研究では酸化操作と還元濃縮操作を組み合わせることにより，
廃液中セレンを精度良く測定する方法を開発された。当センターにも黒鉛炉原子吸光測定装置が備わって
いることから，本方法を当センターにおける廃液中セレンの測定に応用したいと考えている。
　「大学における資源循環システム」
　　　　　東京大学環境安全研究センター　　　　　　　横山　道子
　平成11年4月より東京大学本郷キャンパスにおいて生活系ゴミ排出量の削減とリサイクルの推進を目的
とした新しいゴミの分別収集システムが実施された。分別の種類は岡山大学津島地区と大きな違いはない
が，キャンパス内統一のリサイクルボックスや分別カートの導入，機密書類の処分に巡回シュレッダー車の
導入しトイレットペーパーまで再生してしまう，パッカー車へ投入する際に自動で計量が行われる，など
が岡山大学と大きく異なる点である。予算規模が異なるため直接比較ができないが，東京大学のシステム
を参考にしっっ，各大学の状況も調査し，より有効な廃棄物管理システムを検討する必要があると感じた。
【7月23日　（金）】
9：00　特別講演
　「老化と痴呆：アルツハイマー病における神経細胞死」
　　　　　理化学研究所脳科学総合研究センター　チームリーダー　　高島　明彦
　アルツハイマー病は老人性痴呆症の大半を占めているにもかかわらず，その原因は未だに解明されてい
ない。原因解明が困難な理由の一つは人間に特有の病気（最近ネコにもアルツハイマー様の病態が観察さ
れたが）であることから，動物実験等による研究ができないことにある。アルツハイマー病は脳の老化が
原因であるが，それはヒトが長生きをするようになったことにも起因している。今回，アルツハイマー病
研究の困難さを聞くことができ，水俣病などの公害病とは直接関係がないものの，ヒトの病気を解明する
事の難しさを知ることができた。
10：00　展望講演
　「大学におけるエネルギー消費動向の解析」
　　　　　徳島大学総合科学部　　　　　　　　　　　　伊永　隆史
　徳島大学において，大学内の電力，ガス等のエネルギー消費動向を解析した結果が報告された。消費電
力をセーブするために有効なのが待機電力のカットであると報告されたが，それだけで問題が解決できる
ものではないと感じた。このような調査を行うためには，経理関係者の協力も必要であり，大学全体の理
解と協力が必要なようである。また，実際の省エネルギー対策を行う際には，大学内の各構成員の合意が
必要となるため，かなり困難が伴うと感じられた。大学が社会の範として将来生き残るために，教育・研
究の質を落とさないで，省エネルギーを実現する方策を検討する必要があると感じた。
11：00　プロジェクト報告
　プロジェクト担当理事の岡山大学井勝理事よりプロジェクト研究の概要説明と来年度のプロジェクト募
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一
集について説明された。また，本年度実行中の課題「環境教育プロジェクト」，「セレン分析方法検討プ
ロジェクト」，「環境マネジメントシステムの検討プロジェクト」の3つのプロジェクトについて，研究
遂行状況が報告された。
13：00見学会　理化学研究所
　見学会ではイカの飼育水槽とリングサイクロトロンを見学した。イカは神経細胞が大きく，神経の研究
には欠かせない生き物であるが，その飼育は非常に困難であるとのことである。理化学研究所は世界で初
めてイカの飼育に成功した施設であり，飼育成功に至る過程で，研究を成功させるためにはイカの気持ち
になりきったこと，及び周囲の批判にも耐え常に高い目標を持ち続けたこと等の裏話を聞くことができ，
今後の参考となった。なお，イカの水槽は普通の水槽であり，見学するほどのものではなかった。
　理化学研究所のリングサイクロトロンは原子核研究では世界の最先端を走っており，新しい元素を数々
発見してきている。リングサイクロトロン自体は思ったより小型であったが，説明者からその性能の高さ
を聞くにつれ，近寄りがたいものを感じた。
　第1回大学等廃棄物処理施設協議会技術者連絡会及び
第17回大学等廃棄物処理施設協議会総会・研修会参加報告
環境管理センター
　　　田　中　雅　邦
　　　秋　吉　延　崇
第1回大学等廃棄物処理施設協議会技術者連絡会
　　　開催日時：平成11年11月17日（水）13：15～17：00
　　　開催場所：東京大学工学部3号館34講義室
第17回大学等廃棄物処理施設協議会総会・研修会
　　　開催日時：平成11年11月18日（木）13：00～17：55
　　　　　　　　　　　　11月19日（金）9：00～12：00
　　　開催場所：東京大学文学部3大講義室
プログラム及び要旨
【11月17日（水）】
第1回大学等廃棄物処理施設協議会技術者連絡会
13：15　挨拶
　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会理事 柏木保人
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13：20　総会
　1．平成10年度事業・決算・監査報告
　2．申し合わせ事項の変更について
　3，各ブロック長の紹介
　4．その他
14：00　研修会
　特別講演「化学物質の安全性と実験廃棄物処理」
　　　　　東京大学環境安全研究センター　　　　　　　鈴木　良寛
　最：近はリサイクルということがよく言われるが，大学等の廃棄物は内容物が複雑であり，ほど遠いのが
現状である。したがって，廃棄物の適正処理が重要である。適正処理といっても，何が適正処理であるか
は曖昧であるが，廃棄物の内容を把握し，内容物に応じた処理が行われなければ，適正処理とは言えない。
また，廃棄物の中には労働安全衛生法，毒劇法などに係わる物質があり，処理する者にとって知らずに取
り扱うことがある。その他にも，混触防止，爆発性物質等々，廃棄物を取り扱う側には危険な物質も数多
い。そのためにも廃棄物の内容把握が重要となる。廃棄物になれば，毒性等がなくなるわけではない。東
大においては，個々の廃液を分析し，申告した内容物との確認を行って，異なればペナルティを科してい
る。岡山大学では，技術指導員制度により，指導員が内容物の把握を行っており，その重要性を改めて感
じた。
15：00　技術発表
　「実験系希薄洗浄排水の処理に携わって」
　　　　　筑波大学実験環境管理室　　　　　　　　　　岩原　正一
　生活系，実験系，医療系の廃棄物処理システムの紹介をした。無機廃液処理設備は，鉄粉法に更新し試
運転中。ダイオキシン対策のため，動物系廃棄物は外部委託処理に切り替えた。中水利用を行っており，
水源として雨水はそのまま，実験二流しからの排水は処理後，また無機廃液処理後の排水を使用している。
中水に関して水道法に基づく検査を行っている。現在，中水再生率がほぼ100パーセントとのことである。
岡山では水が豊富だが，今後は中水利用も考えなければと感じた。
　「廃液処理の安全性とその確保（人を中心として）」
　　　　　岡山大学環境管理センター　　　　　　　　　田中雅邦，秋吉延崇
　廃棄物処理施設技術老アンケートのまとめによると，処理に従事している平均年数は約10年である。処
理施設において，有害物の封じ込めを行う際，人が安全なように環境をもっていくことが重要である。労
働安全衛生管理の内，労働衛生管理については，作業管理，作業環境管理，健康管理といったことが必要
である。焼却処理に伴い，生成するダイオキシンに対しては，ダイオキシン対策特別措置法が可決され，
今後排気，洗煙水，処理水の測定義務が生じるようになる。岡山大学では処理作業上の安全対策として，
防毒マスク，安全眼鏡手袋等を行っている。作業性のため，安全性が置き去りにされがちであるが，十
分な知識を基にして，対策が必要だと思う。
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　「改装した処理施設の現状について」
　　　　　日本電気環境エンジニアリング　　　　　　片山　能裕
　有機廃液処理設備の更新は，ダイオキシン対策として，燃焼温度900度，燃焼炉内の滞留維持時間延長
（2．7秒），バグフィルター設置を行った。内容は，都市ガスにより助燃を行い，900度以上で燃焼させて
いる。また煙道の延長により，滞留維持時間延長の実現。バグフィルターでは消石灰，活性炭のコーティ
ングを行い，飛騨を捕解している。また自動パッキング装置により手に触れることなく袋つめ後，固形物
焼却炉で処理し，燃焼灰はガラス溶融装置で処理する。他の対策として廃液中の塩素濃度10％以下に調製
二二二二理行っている。改善点として，有機廃液投入口の換気状態等がある。無機廃液処理設備について
は，各処理槽の容量アップ等を行った。改善点としては，吸着塔内部を可視状態にした等がある。後日，
見学会が予定されていたため，現場で確認できよかったと思う。
16：20　ディスカッション
　1．実務的問題解決のための専門技術者相談ネットワークについて
　2．　「大学等廃棄物処理施設技術者実務マニュアル」の作成について
　3．その他
　実務的なことを相談するにあたっては，従来個人的なつながりを元に行ってきた。今回作成した名簿を
利用し，より多くの意見を聞けるようにしたい。方法としては，近年整備されっっある電子メール，ホー
ムページ等を利用した相談窓口の設置が提案された。またそれぞれの得意分野等のまとめを作成する事も
提案された。相談にあたり，大学等の機密情報のコントロール，常駐業者との兼ね合いも注意する必要が
ある。相談内容について，廃棄物処理施設を持つ所は技術的なこと中心，持たない所では事務的なこと中
心と，それぞれ異なると考えられるが，どちらも大切である。また技術者連絡会参加にあたって，実際の
業務との関連が弱く，毎年の参加が難しいといった意見も出された。
【11月18日　（木）】
第17回大学等廃棄物処理施設協議会総会
13：00　挨拶
　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会会長 高月　　紘
13：10　議事
　1．平成10年度事業報告
　2．平成10年度決算報告
　3．平成10年度監査報告
　4．平成11年度事業計画，予算案審議
　5．プロジェクト内規報告
　6．技術賞・功労賞受賞者選考経過報告
　7，授賞式
　8．その他
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14：10　技術賞受賞講演
　「岡山理科大学における水質室管理室の意義」
　　　　　加計学園本部水質管理室長　　　　　　　　　平田まきこ
　加計学園（岡山理科大学）における水質管理は，昭和50年頃，学園本部の管財課に水質管理部門が設置
されたことより始まる。現在，実験系廃液はすべて外部委託処理となっている。合併処理浄化槽の管理及
び「汚染事故発生時の実施要項」による汚染の未然防止に取り組んでいる。また各学科の希望により，年
に一度実験などの前に，環境教育を行っている。最近は排水異常が減少し，排水に対して環境教育の結果
がでてきたようだ，といった話が興味深く感じた。
　「環境安全センターとともに」
　　　　　秋田大学環境保全センター文部技官　　　　　武藤　　一
　秋田大学有害廃液処理施設は，学内共同利用施設として，昭和51年に設置された。平成11年に，環境保
全センターに改称された。当初廃液処理業務は，一部外注また自前処理を行ってきたが，労働安全性等を
考慮し，平成4年からは処理運転・保守業務の外注を行っている。有機廃液処理中日本海中部地震に遭い，
事故を起こさずに切り抜けたが，補修には費用，日数を必要とした。生活環境中のダイオキシン類の公衆
衛生学的研究に伴い，処理により生成するダイオキシン量を測定した。今後岡山大学でも地震対策，ダイ
オキシン対策に取り組む必要性があるように感じた。
　「層状複水酸化物の熱処理による有害重金属オキソ酸イオンの除去・固定化」
　　　　　八戸工業高等専門学校学生課技術室物質工学科文部技官　　山岸　俊秀
　層状帯水酸化物（以下LDHと略記）を熱分解してえられる酸化固溶体は水溶液中で陰イオンを取り込
み，再びLDH構造を生成する。この現象を利用して，廃液中の環境汚染物質（オキソ酸イオンCrO　42一，
MnO、つの除去を試みた。また再汚染防止のためにオキソ酸イオンを取り込んだLDHを熱処理すること
により，不溶性の酸化物に変え，環境汚染物質の安全な固定化法について検討行うため，実験を行った。
結果，酸化固溶体はCrO42一，　MnO、『に対して優れた吸着能を示し，また500度で熱処理することにより，
溶出は認められなかった。水銀，鉛といった通常の重金属ではない特定イオンの処理ということで，興味
深く感じた。
第17回大学等廃棄物処理施設協議会研修会（1日目）
15：00　挨拶
　　　　　文部省大臣官房文教施設部指導課文教施設環境対策専門工　　梶川　　勇
15：10　特別講演
　「武蔵工業大学環境情報学部のISO14001認証取得について」
　　　　　武蔵工業大学横浜キャンパス事務長　　　　　野沢和範
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　最近，地球規模での環境問題が注目されている。要因である環境負荷の低減を目的にISO14000シリー
ズという規格が制定されっつある。中心となるのがISO14001（環境マネジメントシステム）であり，環
境負荷の低減を目的とした独自のシステムを構築運用する事になる。このような活動がISOの規格に適合
しているかどうかを第三者の審査機関に判定してもらい，合格した場合認証が取得できる。武蔵工業大学
環境情報学部は，1998年に我が国の「大学」としては初めての認証を取得した。認証の有効期間は3年間
で，現在再審査に向けて準備中。大学が認証を取得する意義は，環境負荷の低減だけでなく，社会に対す
る教育研究活動による環境マインドの高揚があげられ，学生をISOの和の中に組み込むことにより，大学
全体として社会環境保全の核となる人材育成が行える。環境管理センターも今年より環撹管理部門ができ，
ISOの認証を取るかは別にして，環境マネジメントシステム構築に取り組む参考になると感じた。
16：20　一般講i演
　「インドネシア環境管理センターにおける実験廃液の管理システムの構築」
　　　　　長崎大学環境保全センター　　　　　　　　　　○石橋　康弘
　　　　　インドネシア環境管理センターJICA長期専門家　村上　　勲
　　　　　熊本県立大学環境共生学部　　　　　　　　　　　有薗　幸司
　インドネシア環境管理庁の付属機関として，環境管理センター（以下EMCという）が，日本の無償援
助を受けて93年設立された。JAICAプロジェクト技術協力の一環で活動を行い，その活動内容を報告し
た。各研究室からの廃液の把握，既存の廃液処理装置の改良，処理法に応じた廃液分別方法，管理システ
ムの提案，分別容器の選定，処理プロセスの提案を行った。廃棄物処理に携わる技術援助の方法や，国際
協力についてJAICAという選択肢があったということが，興味深く感じた。
　「東京工業大学における内容物不明廃棄物の管理と処分について」
　　　　　東京工業大学環境保全センター　　　　　　○長谷川紀子，松波　　淳
　　　　　東京工業大学炭素循環素材研究センター　　　玉浦　　裕
　大学には，歴史的経緯から内容物不明廃棄物が保管されていることが多い。このことは，実験室の安全
上，また処理時の環境汚染などが懸念される。一方PRTR（環境汚染化学物質排出移動・登録制度）に
対応するためにも化学物質の適正管理を行う必要がある。そこでまず，学内に内容物不明廃棄物がない状
況にするのと同時に，化学物質の適正管理システムを構築し，今後内容物不明廃棄物が発生しないように
することとした。内容物不明のまま外部委託処理することは法律上できない。そこで，不明試薬を処理が
可能なように環境安全面から分類するため，各研究室の助手以上が分析することを前提に，環境保全セン
ターで確立した分析手法に基づき内容物不明廃棄物の一掃を行っている。また，研究室の試薬室に管理シ
ステムを試験導入している。どの大学でも同様な問題が存在しており，他人事ではなく速やかに対応しな
ければと感じた。
17：30　プロジェクトの運営について
プロジェクト検討委員会委員長　　　　　　　玉浦　　裕
（東京工業大学炭素循環素材研究セ・環境保全セ）
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　部会活動では成果が見えにくいため，個別の問題ごとにプロジェクトチームを編成し，短期間（1～3
年）に調査研究を終え，速やかに報告する「プロジェクト方式」を平成11年度からスタートさせた。内容
は，①セレンの分析及び処理法法の検討（平成11年度のみ），②環境マネジメントシステム（平成11～
13年度），③環境教育テキストの作成（平成11～13年度），④大学等における廃棄物管理への対策（平成
11年～12年度）がある。
【11月19日（金）】
9：00　特別講演
　「環境計測の新しい方向について」
　　　　　東京大学生産技術研究所教授（環境安全研究センター長）　　二瓶　好正
　環境計測へのニーズは近年ますます高まっており，地球環境問題への対応などで広域化，高精度化，微
量化など確実な進歩が要求されている。そのような機器を使用した研究例として，「全元素分析によるバ
イカル湖中の元素垂直方向分布」（古気象の研究），「大気浮遊微粒子分析」（汚染物質の起源同定）といっ
た話があった。今後の開発方向としては，ダイオキシンのオンライン分析，マイクロラボの開発，マイク
ロマシンなどが考えられている。必要だと思うことの計測が可能な高性能な機器が開発されてきているこ
とを感じた。
10：45　　一般言薄鍋
　「工業高専における環境教育の実践報告」
　　　　　富山工業高等専門学校　　　　　　　　　　○伊藤　通子，丁子　哲治
　地球環境問題は，人類存続に関わるような問題であり，持続可能な社会開発が重要である。このことは
一人一入の考えが重要であり，環境教育が重要になる。しかし自然科学的，社会学的な教材は整備されて
きたが，工業的視点からのものはまだ少ない。そこで，環境材料工学科一年生を対象に，90分・6回の環
境教育行うための，環境教育教材の開発を試みた。教材開発の視点としては，（1）グループワークによる
協力学習を基本に態度や技能の育成，（2）工業製品の循環システムの理解による資源の有限性及び有効活
用方法への意識付け，（3）工業系学生にとって身近なものを題材とした実験（レンズ付フイルムの分解）
から追求・討論・アピールまで，（4）因果関係が理解しやすい公害問題とは異なり地球環境問題は要因が
複雑に絡み合っていることの理解，となっている。多くの分野がある大学では，統一的な教材は困難かも
しれないが，学部単位程度で教育できればと感じた。
　「微小フェライトを用いるクリプトスポリジウム・オーシストの磁気分離について」
　　　　　大阪大学保全科学研究センター　　　　　　　矢坂　裕太
　クリプトスポリジウム・オーシストは，突発的に水道水原水中に存在する事があり，水道水中に混入す
ると，下痢症状を引き起こす病原性原虫である。我が国においても，1996年に埼玉県で，集団感染を引き
起こした。対策が急がれているが，塩素や，オゾンといった通常の殺菌剤では十分に不活性化できない。
精密濾過膜などによる物理的除去方法が，唯一確実な方法といわれている。ところが，これはコスト的に
高くっく。そこで実験により，オーシスト表面へのフェライト粒子の吸着現象を利用して，磁気分離でき
57
ることを示した。フェライト，磁気分離法という廃液処理にも使用されている技術が，上水道に適用でき
るといったことでおもしろく感じた。
　「東京大学における実験系廃棄物処理施設更新について」
　　　　東京大学環境安全研究センター　　　　　　　　山本和夫，鈴木良寛
　東京大学では，ダイオキシン対策と，老朽化施設の更新を中心に実験系廃棄物処理施設の全面更新（固
形廃棄物焼却炉本体以外）を行った。有機系処理設備は，ダイオキシン対策と炉内壁レンガの耐久性向上
のための構造，材料変更による更新，定格処理能力の長期間安定維持できるように，また排ガス高度処理
装置であるバグフィルター設置，焼却灰処理用のガラス溶融固化炉の設置である。このうち，ダイオキシン
対策は速報値ながらも自主目標値が達成された。ガラス溶融炉はまだ調整中。無機系処理設備は，各処理
槽の容量アップ及びマルチリアクター設置による多様な廃液への対応である。これほどの対策ができるか
どうかは分からないが，ダイオキシン対策には，対策費，維持費はかかるが，根本的な対策が必要と感じた。
11：55　挨拶
　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会副会長 玉浦　　裕
12：10　見学会　東京大学環境安全研究センター
　まず管理室にて概要説明を受けた。表示板はタッチパネルとなっていた（岡山大学ではランプ表示）。
有機系廃液処理設備では，一週間の内4日間を有機廃液燃焼処理，1日を固形物焼却に充てている。当日
は，固形物焼却炉の運転中だった。有機廃液の投入口は，静電気防止済ビニルカーテンで仕切られ，下降
流式の換気を行っているとのこと。においが全くしなかった。
　固形焼却炉へは，20センチ程度の段ボール箱に廃棄物を入れ，燃焼状況により，加減し炉に投入してい
た。二酸化炭素消防設備も設置されてあった。
　有機廃液燃焼処理炉は，岡山大学と同方式であるが能力は少し高く，（可燃性廃溶媒70㍑／時，難燃性廃
液70㍑／時，焼却温度900度）定格処理能力を長時間維持するため，火力調整を都市ガスの助燃により行っ
ていることであった。（岡山大学では可燃性廃溶媒401㍑／時，難燃性廃液80㍑／時，焼却温度820度，また火
力調整は，可燃性廃液の燃焼量によりコントロール）見上げるように高く，洗浄塔は3段で（岡山大学は
2段），頂上部に点検窓を有しており，炉の頂上部，洗煙円頂上部は，2階相当の高さにあった。
　バグフィルター設備は，テフロン製の不撚布の筒（直径約20以下チ，長さ約1メートル）にコーティン
グ剤が塗布されており，120本収納しているとのことであったが5メートル四方程度の設備であった。回
収される飛灰は，ポリエチレン袋（10センチ四方程度）に真空パックされ，手に触れることはないそうだ。
　無機処理施設は，フェライト法で処理を行っており（岡山大学では凝集沈殿法による処理），反応槽が
床の上にあり，その大きさ（7㎡）には圧倒された（岡山大学では3㎡，また地下にある）。また，各種
廃液に対応するための反応槽が多く設置されていた。吸着塔は透明で，内容物を見ることができた。換気
がよく行われており，ほとんどにおいがしなかった。
　ガラス溶融固化装置は稼働していないが，試運転結果のガラス板（直径50センチ，厚さ5センチ程度）
があった。配合比が難しいとのことである。
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岡山・香川環境資源懇話会
　昭和63年に発足した岡山・香川環境資源懇話会は，岡山・香川およびその周辺の産・官・学の環境保全
の関係者の情報収集，情報交換および技術交流を目的に活動が行われている。環境管理センターは設立当
時から会の企画・運営に深く係わってきた。なお，会の事務処理は（財）岡山工学振興会で行っている。
　平成11年度も以下に示す事業が行われた。
1．平成11年度総会・講演会・懇親会
　　　日時：平成11年7月7日（水）　14：30～19：00
　　　場所：岡山ロイヤルホテル
　　　　（1）総会
　　　　（2）　講演会
　　　　　　「環境の変異原に関する最近の話題」
　　　　　　　　　　　　岡山大学薬学部　教授　早津　彦哉　氏
　　　　（3）　懇親会
2．第12回見学会・討論会
　　　日時：平成12年2月24日（木）　11：00～13：00
　　　　（1）　見学会
　　　　　　岡山県環境保全事業団水島クリーンセンター
　　　　（2）　討論会
3．第12回R＆Dサロン
　　　日時：平成12年2月24日（木）　13：30～16：00
　　　場所：倉敷芸術科学大学
　　　　　　「環境政策の経済学」
　　　　　　　　　　　広島大学総合科学部　助教授　松岡　俊二　氏
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